
２相出力ディジタルシンセサイザ OSC-208(L/H)

特　長

=ディジタル回路で構成された高精度、高安定な２相発振器です。

=周波数選択を３ビットＴＴＬレベルで行える。

=発振周波数は、1,2,4,8,16,32,64,128KHz または、4,8,16,32,64,128,256,512

　kHz の２種類を用途により選べる。

概　要

　ＯＳＣ－２０８はＤＡ変換機を除き、すべてがディジタル回路で構成された２

相（SIN/COS）発振器です。発振波形は正弦波／余弦波で関数テーブルがＥＰＲＯ

Ｍに組み込まれ、アドレスを基準周波数の周期で変化させる方式を採用していま

す。

　高調波除去用の LPF は、最大発振周波数まで平坦な特性を持つパッシブフィル

タで特性インピーダンスは約３００Ωです。

主な規格

=発振周波数範囲 1,2,4,8,16,32,64,128KHz の８周波数（L タイプ）

4,8,16,32,64,128,256,512KHz　〃 （Ｈタイプ）

=発振周波数精度 設定周波数の±０.０１％以内

=発振出力振幅 ５．０ＶＰＰ±０．５Ｖ以内

=出力インピーダンス ２５０Ω±２０％以内

=高調波ひずみ ２次以上の高調波が－５０ｄＢｍ以下

=電源電圧 ±１５Ｖ±１０％及び＋５Ｖ±１０％以内

=電源電流 ＋４５ｍＡ、－２５ｍＡ以下

=外形寸法 ７３×５８×２０ｍｍ

=重量 １５０ｇ以下

　■外形寸法図

■端子接続表

端子番号 信　号　名　称 Ｉ／Ｏ 備　　　　　考

１～１６ アドレスデータ出力 ０ 通常は使用しません。出力開放

１７ 電源０Ｖ出力 ０ 5Ｖ電源のリターンです。

１８ 電源５Ｖ出力 ０ 約２０ｍＡ以下なら外部使用可能

１９ 周波数選択ＬＳＢ（Ｂｉｔ－１） １ 負論理入力ＴＴＬレベル　２０

２０ 　　〃　　　　　（ＢＩＴ－２） １ 　　　　〃　　　　　　　２１

２１ 　　〃　　ＭＳＢ（ＢＩＴ－３） １ 　　　　〃　　　　　　　２２

２２ 　ＧＮＤ ０

２３ 　　ＮＣ 内部接続はされていません。

２４ 　　〃 　　　　〃

２５ 　ＣＯＳ出力 ０ コサイン信号出力

２６ 　ＧＮＤ ０ 　　　　接地

２７ 　ＳＩＮ出力 ０ サイン信号出力

２８ 　ＧＮＤ ０ 　　　　接地

２９～３２ 　　ＮＣ 内部接続はされていません。

３３ 　電源０Ｖ １ 電源端子　　　　　　３３/３４は内部接続

３４ 　　〃 １ 　〃

３５ 　電源－１５Ｖ １ 　〃　　約２２ｍＡ　３５/３６は内部接続

３６ 　　〃 １ 　〃

３７ 　電源＋１５Ｖ １ 　〃　　約３８ｍＡ　３７/３８は内部接続

３８ 　　〃 １ 　〃
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基本的な使い方

=周波数の選択は３ビット･バイナリデータで行います。（不論理 TTL 入力）

　端子 19-21 は内部でプルアップされているので、接点信号かオープン･コレク

　タデバイス（トランジスタ、フォトカプラなど）で駆動することもできます。

　（入力端子がオープンで論理０）

　　バイナリデータが0 で最低発振周波数、7 で最高発振周波数で発振します。

=電源端子に±15Ｖを与えれば、端子 25 にコサイン波、端子27 にサイン波が出

　力されます。

=出力端子への負荷接続は、３ＫΩ以上の入力インピーダンス回路で受けてくだ

　さい。

=内部ロジック電源は＋15V 電源より、３端子レギュレータで＋5V を作っていま

　す。端子 18 に＋5V が得られるので、この端子より他のロジック電源として使

　用することができます。但し電源電流は最大20ｍＡ以下に抑えてください。

=使用しない端子（1～16､17､18､23､24､29～32）は全て開放してください。

=８番端子はサインデータのＭＳＢ出力端子でデューティ 50％の矩形波が出力

　されています。


